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　平成から令和へと時代が変わる中、札幌組では「後世に受け継ぐ基盤作り」を実
践目標として4年間取り組んできました。実践運動委員会の取り組みは、ご門主様
がご消息の中でお示し下さった「自他共に心豊かに生きることのできる社会の実現
に貢献する」というお心を体し、強い危機意識をもって、時代に即応する教化伝道
方法を模索し取り組んでまいりました。そこには皆様の貴重な意見と献身的な行動
力により、多くの成果を上げることが出来たと思います。特に各部長・委員長の皆
様には、常任委員として重点プロジェクトにも関わっていただき、各部各委員会を
総括し事業を推進していただきました。

　重点プロジェクトでは、東日本大震災をはじめとする被災者の支援を中心に活動
してきました。東日本大震災では、毎年の研修会と震災支援や相馬組のご住職方を
お招きした七回忌法要を開催できました。胆振東部地震では、災害対策委員会と共
に組内各寺院の被災調査と御見舞を行い、胆振組への震災支援を行いました。

　「貧困の克服」というテーマには、北海道における貧困対策の状況について学び、子ども食堂開催寺院の実情も聞
かせていただきました。今後も組としてどのように取り組むべきか考える必要があると思います。
　推進項目に掲がる「都市圏の新たな伝道として、ご縁作づくりのイベント」は、教区主催の布教大会を札幌組と
共催とした「ブッディズムダンスコンテスト布教大会」を盛大に開催できた事は大変意義深いことだったと思います。

　「後世に受け継ぐ基盤作り」を目標に皆様と一つ一つのご縁を大切に過ごさせていただきました。この4年間で「基
盤」ができたとは到底思えませんが、人口減少と過疎過密が進む中、今何が必要なのかを次の三つに整理してみま
した。

　　・受け継がれてきた法要や儀式の意味を多くの方に伝えご一緒に聴聞すること。
　　・社会の現状をより早く分析し、現代に即応したお寺のあり方と伝道を模索すること。
　　・地域の中でお寺から何を発信できるか、発信していくか考えること。

　組というのは、各寺院がお互いに助け合い、情報を共有し、いかに活性化して護持運営されていくかを研鑽して
いく場でもあると思います。これを実行していくためには、先ずは自ら研鑽し、頼れる僧侶、信用される僧侶にな
れるよう努力をしなければなりません。罪業深重であり煩悩具足の私にはとても難しい課題ではありますが、これ
からも出来得ることから皆さんと一歩ずつ歩んでいきたいと思います。

　最後なりますが、4年間共に執行部として歩んでくださいました横湯誓之様・久朗津泰秀様・打本大志様・松本昇
陽様、そして組内御寺院の皆様、本当にありがとうございました。合掌
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　石堂組長執行部と共に、任期４年間教区会議員を務めさせていただきました。この間、北海道では観測史上最
大の地震が平成30年９月６日午前３時７分、胆振中東部を震源地としてマグニチュード6.7、最大震度７を記録
しました。教区内寺院特に胆振組内寺院被害は甚大なものでした。また、札幌組内寺院も大きな被害にあわれま
した。教区、そして札幌組もいろいろ形で翌日より正信会会員が胆振組被災寺院での活動を行ったのは皆さんも
ご承知の事と思います。私達僧侶がどのような対応をすれば、寺院として果たすべき役割、組織（組・教区）と
しての対応とはどのようなことかを、あらためて考える機縁となりました。宗門にあっては、３期10年にわた
り「宗門総合振興計画」取り組みを進めています。そして、令和5年（2023）3月29日から5月21日の5期30日
間にわたり勤まります「親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要」の推進体制が始動致しました。「振
興計画」に、これまでご縁のなかった人にも伝わる言葉とあります。
　令和2年1月11日には教区布教団の布教大会が開催されました。今回は今までの
内容と違い、本願寺新報には【ダンス通し若者にご縁づくり】と見出しがありまし
た。札幌別院でのダンスコンテスト「ブッデイズムダンス」に１０代から２０代の
７４人が出場、5 ００人が来場。ダンスを楽しむとともに、踊りの合間には僧侶の
法話を聞き、仏教のみ教えに触れた。と記事になっていました。出場者７４人で今
回までお寺に行ったことがある人は少ないと思います。来場者5 ００人の中にはお
子さんやお孫さんが出場するので来た方、友達や知り合いがいるので来た等、理由
はさまざまでお寺は初めての方が多いと思いますが、これまで縁のなかった人にも
伝わった楽しいイベントが今回の大会であり、これからも開催できれば、たくさ
んの方のご縁づくりになると思います。任期中にはお世話になりありがとうござ
いました。

教区会議員ご挨拶教区会議員ご挨拶
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教区会議員
野口宗英（本誓寺）

　この 4 年間、子ども達に何が出来るのか？何を伝えるのか？それを考

えながら試行錯誤の繰り返しでした。足りない部分も多くありましたが、

おかげさまで無事に任期を終えることができました。本当にありがとう

ございました。

青少年部部長　藤田幸範（乗善寺）

　各寺院の核となる婦人会活動の充実、会員の増加を目指して、特に毎

年開催している総会研修会において、今まで取り組むことのなかった内

容の研修会を隔年で行うことができました。有り難うございました。

婦人部部長　藤井克行（善住寺）

　この 4 年間で組内 4 か寺に仏教壮年会が新たに組織され全 8 団体となっ

たことで連盟設立の体制が整い、平成 31 年 2 月に関係諸氏のご協力の

もと結成された札幌組仏教壮年会連盟が機縁となり今後仏壮の輪の拡が

りが期待されます。

壮年部部長　西井正了（光明寺）
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　総代部の部長として執行部・部員の皆様にご迷惑をかけながら 4 年間

つとめさせて頂きました。ありがとうございました。これからも、総代

のあり方や関わり等を学びつつ、他寺との交流・懇親を深めることを継

続したいと思います。

総代部部長　竹澤一深（本照寺）

　連研の特色は僧侶と門徒が一緒に学ぶ場であること。この４年間、私

自身も連研を通して多くのことを学ばせていただきました。また、たく

さんの他寺のご門徒さんたちと交流できたことも有り難かったです。あ

りがとうございました。

連研部部長　内平淳一（覚王寺）

　東日本大震災・福島第一原発事故について被災者である講師をお招き

し継続して研修を行いました。今後とも復興を目指す福島の支援となる

ことができるよう継続できることを望みます。有り難うございました。

社会部部長　出倉恵隆（證誓寺）

　この度は、伝道企画部部長として実践運動に 4 年間携わらせて頂きま

した。札幌組内の皆様方には何かと御協力を賜りました事を感謝申し上

げます。有難うございました。

伝道企画部部長　一瀬守城（光圓寺）

　4 年間大変お世話になりました。研修部の活動で学んだことをこれか

らの自坊の寺院活動に役立てていきます。

研修部部長　青山直樹（浄光寺）

　4 年間、多くの学びを頂きました。特に、任期２年目より伝道企画部

と合同にて開催したスタンプラリーは、多くのご門徒の皆様のご参加に

大変有難いご縁を感じながら努めることができました。ありがとうござ

いました。

　広報委員会委員長　長尾光雲（福住寺）
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　令和元年１０月１８日 （金） パークホテルに於いて上記研修会を開催致しました。

　講師は東北教区　相馬組　常福寺住職　廣畑恵順氏にご来札頂きこの度で重点プロジェクト並びに社会部

の研修会として４回目の研修会です。 この度の研修会では、 震災から９年たった現在、 報道機関等ではあま

り取り上げられることがない福島の現状についてお話し頂きました。

　東日本大震災と東京電力福島第一原発事故発生から９年目となりました。 現在でも、 県内外の避難者は約

４万人以上おり、 県外が約３万人、 県内が約１万人である。

　津波被災地や原発事故の避難指示が解除された地域で交通網やインフラの復旧・整備が進展し住民の帰還

も少しずつ進んでいる。 しかし、 帰還者の高齢化や、 避難の影響による町税の減少、 固定資産税の増加、 水

道 料 金 の 問 題、 介 護 保 険 料 の 増 加、 病 院 が な い な ど、 実 際 帰 還 す る こ と に な っ た 時 の 問 題 は 多 い。 一 方 で、

風評払拭 （ふっしょく） や産業再生などに向けた取り組みで、県内ではロボット再生エネルギー事業や水素、

電気自動車バッテリー工場ができるなどはしているが未だ道半ばである。 国が被災地を重点的に支援する復

興・創生期間の終了まで残り１年となる中、 県、 市町村は国の支援の継続を強く求めている。

　そのような中で、 講師の寺院では全門徒約４５０軒のうち帰還門徒は僅か１３軒である。 寺院の帰還に向

けては、東電との賠償金問題、法務の広範囲、寺院運営についての問題 （護持会運営・本山賦課金） 等がある。

　しかし常福寺では約 1 年前から浪江町に帰ることを決定しました。次世代門徒とのチャレンジ、情報発信、

本堂、 会館の有効利用 （カフェ‥） 本堂修復にかかる時間など問題は山積しているが、 帰還することを決定

するまでは中々進展していかなかったが、 現在では少しずつ動き始めているそうです。

　　 こ れ ま で、 札 幌 組 「 重 点 プ

ロ ジ ェ ク ト 」 並 び に 社 会 部 で は

継 続 し て 本 研 修 会 を 開 催 し て 参

り ま し た。 こ れ か ら も 風 化 さ せ

る こ と な く、 継 続 し て 支 援 し て

いきたいです。

社会部活動報告札幌組「重点プロジェクト」札幌組「重点プロジェクト」並びに並びに社会部研修会社会部研修会
「９年目にしてやっと歩み始めた浪江町の今とこれから」「９年目にしてやっと歩み始めた浪江町の今とこれから」
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　 令 和 2 年 2 月 11 日 ( 火 祝 )、「 な む 茶 カ フ ェ 

vol. ６」 が開催されました。

　32 名 （ 大 人 13 名・ 小 人 15 名・ 龍 谷 高 校 4

名） に ご 参 加 い た だ き、「防 火・ 防 災」 を テ ー

マとして、白石区にある札幌市民防災センター

に て、 煙 体 験 を は じ め、 暴 風 体 験、 消 火 体 験、

そ し て 災 害 の ビ デ オ な ど、 身 を も っ て そ の 怖

さを体験させていただきました。

　その後、 向かいのカフェ 「モンコジ」 へと移動し、 むかわ町・法城

寺住職、 舛田那由他氏より 「胆振東部地震での被災体験と現状」 につ

いてスライドを使ってお話いただきました。 貴重なお話にみんな真剣

に 聞 き 入 り、 多 く の こ と を 学 ぶ こ と が 出 来 た 時 間 だ っ た と 思 い ま す。

修了後は美味しいコーヒーや紅茶、 ケーキをいただきながらカフェタ

イ ム ♪ 札 幌 龍 谷 高 校 の 生 徒 達 か ら 一 言 ず つ 自 己 紹 介 し て い た だ い た

り、 子ども達がはしゃぎ回ったり、 楽しい癒やしの一時を過ごしまし

た。

　子ども達の笑顔が、 これからの社会において一番大切なことだと感

じております。 一人でも多くの子ども達が笑顔になれること。 それこ

そが青少年部の役割だと思います。

青少年部活動報告②

【北海道胆振東部地震復興支援】

　令和元年7月15日(月祝)、手稲区「ほのかスポーツクラ

ブ」にて寺院子弟を対象とした「デイキャンプ～自然の恵み、

いのちの育み～ vol. ６」が開催されました。

　今回は今までで最高の51名（大人22名・小人22名・龍谷

高校7名）のご参加をいただき、「みんなで楽しく運動会！」

をテーマに楽しく盛り上がりました。かけっこ、ペットボ

トルボウリング、玉入れ、ドッジボール、フットサル、PK

対決、そして最後はリレー。無邪気に走り回る子ども達と、なかなか見られない大人達の全力疾走。年齢関係な

く、みんなが一生懸命に楽しむことができました。

　その後はすぐ向かいの「手稲温泉ほのか」に移動し、みんなで美味しく焼肉をいただきながら親睦を深めまし

た。ゆっくり温泉にも浸かり、運動会の汗を流し、それぞれに解散。札幌龍谷高校の生徒達も最後まで残って楽

しんでくれました。

　日常を離れ、普段なかなか経験できないことを通して、今後もつながりを深めさせていただけたらと思います。

『デイキャンプ 〜自然の恵み、いのちの育み〜 vol.６』『デイキャンプ 〜自然の恵み、いのちの育み〜 vol.６』

vol.6

青少年部
活動報告①
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総代部活動報告

　令和元年６月２０日（木）本願寺札幌別院に於いて、前門様ご臨席のもと「北海道教区門徒総代会全道大会」

が開催されました。これまでブロック毎に開催をしておりましたが、その枠を超えて組、及び各寺院の連携・親

睦・情報交換をはかるため、四年に一度、全道大会を開催することとなりました。初めての開催ではありました

が、教区内各寺院や別院より約430名（組内114名）のご参加をいただきました。

　ご講師には、本願寺派輔教の天岸浄圓氏をお招きし、「自ら聞法に励む総代になろう」というテーマのもと講

演をいただき、参加者は一同に、門徒総代としてのあり方や、今後何をしなければならないのか、真剣に耳を傾

けておられました。

　また、レセプションは会場をパークホテルに移し盛大に開催されました。大会に引き続き、前門様からお言葉

をいただきました。最後の締めの挨拶では、大会役員として、また開催地として、多大なる尽力をしてこられた

札幌組総代会の竹田会長が、大会にかけてきた想いや、今後の総代としての想いを語られました。

初めての全道大会ではありましたが、実りの多い、貴重なご縁となりました。陰ながら大会を支えてこられた札

幌組総代会の皆様、大変お疲れ様でした。

北海道教区門徒総代会　全道大会北海道教区門徒総代会　全道大会
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　令和元年 5 月 27 日（月）仏教婦人会連盟総会（11 時より）・研修会（13
時より）を本願寺札幌別院にて開催した。参加者は 136 名。
総会終了後、研修①で「介護保険について（介護認定）」として、講
師に札幌市中央区第 1 地域包括センター　主任介護支援専門員　春
名則子氏をお迎えし、介護保険の仕組み、介護保険の申請からサービ
スの利用までについてお話を頂きました。
研修②では、「地域支え合い有償ボランティア事業について」として、
講師に札幌市社会福祉協議会　ボランティア振興課　ほっとプラザ
さっぽろ子育てサポートセンター所長　佐々木謙氏をお迎えし、有償
ボランティアの利用方法並びに協力員としての登録についてお話し頂
きました。
　理解はしていても利用に関する手続きをどのように行ったらいいの
か、負担割合、有償ボランティアの利用方法などについて聞く機会が
あまりないため、利用者としても、その家族としても制度について知
ることができました。

婦人部活動報告

　令和元年７月１３日札幌組仏教壮年会連盟研修会を当別町 勝圓寺氏を会場に参加者約７５名で開催致しまし

た。このたびの札幌組仏教壮年会連盟研修会は、午後３時より勝圓寺仏教壮年会 逢坂 邦男氏の調声により讃仏

偈を皆でお勤めし、札幌組仏教壮年会連盟会長 越後 浩義氏、札幌組組長 石堂 了正氏 御両名の挨拶を頂き、今

年度壮年連盟活動報告を皆様にお伝えした後、勝圓寺ご住職 上山 知現 氏に「当別町と勝圓寺の歴史・勝圓寺壮

年会の歩み」をテーマに歓迎の講話を頂き、講演はむかわ町 法城寺 住職 舛田那由他 氏に「北海道胆振東部地

震 震災から学ぶご縁」をテーマにお話し頂きました。

　その後、会場を田西会館に移動し懇親会を開催しました。皆で美味しい料理を共に食べて、余興のマジックで

盛り上がりをみせ盛大に懇親会が行われました。

　壮年会員の皆様のお陰様で開催できた喜びと、今後の仏教壮年会の単位会登録寺院の増加を念願し研修会は幕

を閉じました。

壮年部活動報告札幌組 壮年会連盟研修会開催札幌組 壮年会連盟研修会開催

仏教婦人会会長　組内寺院報恩講参拝 報告
2019年	 	6月18日（火）	 大乗寺	 大逮夜法要	 会長	 9名参拝
	 10月15日（火）	 札幌別院	 大逮夜法要	 婦人会員	 155名参拝
	 10月26日（土）	 松雲寺	 大逮夜法要	 会長	 10名参拝
本年度は3ヶ寺に参拝いたしました。

札幌組 仏教婦人会連盟総会・研修会札幌組 仏教婦人会連盟総会・研修会
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連研部活動報告①

連研部活動報告②

　令和元年秋、「札幌組第18期れんけん」が始まりました。今期は７ヶ寺18名の受講者の皆さんと学びをともに

していきます。第１回は10月20日、札幌別院で開催。講師は部員の打本毅麿氏が担当し、「私にとって幸せとは

何でしょう」というテーマについて話し合いました。１回目ということで受講者の方々も最初は緊張した面持ち

でしたが、話し合い法座では初めてとは思えないほど積極的にそれぞれの思いを語り合っていました。全１２回

と長丁場の連研ですが、研修の中だけではなく、毎日の暮らしの中において連研で話し合う様々な問いを受け止

めていく、そのような場にしていきたいと思います。

　「札幌組第１８期れんけん」開催に先立ち、令和元年９月１５日、札幌別院で「れんけん体験会」を開催しま

した。連研がどのようなものか体験してもらうもので、初めての試みでした。受講者は４名と少なかったですが、

すでに連研を受講された門徒推進員の方々も一緒にご参加くださり、和やかな雰囲気のなか行うことができまし

た。連研といわれても一般的にはどのようなものかイメージがわかないものです。また話し合い法座といわれる

と受講をためらう方も少なくありません。そのような中、実際に体験してもらうことが大切であると考え、今回

企画してみました。今後は各寺院に出向き連研を体験してもらう「出前れんけん」なども開催していきたいと考

えています。

第18期れんけん始まる第18期れんけん始まる

れんけん体験会れんけん体験会
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　令和 2 年 1 月 11 日 ( 土 ) 本願寺札幌別院に於いて、北海道教区布教団と
札幌組実践運動委員会が、子ども若者ご縁作りの一環として、若者に人気で
あり小中学校の必修科目にもなっているダンスを通して仏教の教えに触れて
いただこうという催しを行いました。当日は来場者が 500 名を越え、出場者
が 74 名という大変大きなイベントとなりました。仏教用語である「勝利」・「地
獄」・「因縁」から出場者にダンスを創作していただき、御講師である山陰教
区鹿足組妙壽寺　村上元師より部門毎に用語の解説とご法話をいただいた。
殆どの方がお寺に初めて足を運ばれたということもあり、はじめは緊張の糸
が張り詰めた堂内であったが、後半になるにつれて緊張もほぐれ、ダンスと
ご法話そして会場全体が一体となった大会でとなった。ご協力いただいたス
トリートダンスの普及活動を行っている「ＫＩＮＧ ＰＲＯ」さんから、初め
てのことで準備当初は戸惑いもあった様ですが、委員会と企画を考えていく
中で、「この素晴らしいご縁を機にこれからも出来る事があれば是非協力し
たい」とのお言葉を頂きました。我々もこのご縁を繋いで行くために、時代
に応じた新たな活動が出来るように、 常にアンテナを張り、 現代社会に求め
られる寺院活動を模索していくことをあらためて誓った尊いご縁となりました。

ブッディズムダンス　布教大会ブッディズムダンス　布教大会 北海道教区布教団
札幌組実践運動委員会併催

本願寺新報 2月 10日号の 

トップ記事に掲載されました 

 

 

 

 

勝利(U-17)優勝	Peach’s	house 地獄(O-18)優勝	mayu 因縁(バトル)優勝	コンタ

本願寺新報2月10日号の
トップ記事に掲載されました。
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平成 31・令和元年度

札幌組 報恩講参拝スタンプラリー 【報告書】

銅賞

参拝記念賞

5ヶ寺以上達成

3 ヶ寺以上達成

銀賞 10 ヶ寺以上達成

金賞 20 ヶ寺以上達成

皆勤賞 全 26 ヶ寺達成

記念品①【オリジナル門徒式章】
記念品②【お念珠】（皆勤賞２回目達成の方）

平成 31・令和元年度 受賞者
　　2名（1ヶ寺）

記念品【お参り用手提げカバン】
〈女性用〉　

平成 31・令和元年度 受賞者
　　2名（2ヶ寺）

記念品【ルーペ】
蒔絵柄・LEDライト付き

平成 31・令和元年度 受賞者
　　24 名（10 ヶ寺）

記念品【お経本カバー】
　　　　A5サイズ勤行聖典用

記念品【合掌箸】
　２膳セット　下がり藤・食事の言葉入り

平成 31・令和元年度 受賞者
　　10 名（7ヶ寺）

平成 31・令和元年度 受賞者
　　15 名（7ヶ寺）

　平成 31・令和元年度「札幌組報恩講参拝スタンプラリー」が無事終了いたしました。
　前年までのスタンプラリーは「皆勤・金・銀・銅賞」の最低 5ヶ寺以上の参拝で表彰と規定してい
ましたが、今年度は新たな参加者を奨励するため達成しやすい 3ヶ寺以上の表彰「参拝記念賞」を設
けました。そのためか、新しい方にも多くご参加いただき 15ヶ寺・53名の皆さまに表彰をさせてい
ただきました。下記に、表彰対象者の人数と記念品をご報告いたします。
　現在、継続して次年度の準備をしておりますので、引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。

新設

平成 31・令和元年度

札幌組 報恩講参拝スタンプラリー

銅賞

参拝記念賞

5 ヶ寺以上達成

3 ヶ寺以上達成

銀賞 10 ヶ寺以上達成

金賞 20 ヶ寺以上達成

皆勤賞 全 26 ヶ寺達成

記念品①【オリジナル門徒式章】
記念品②【お念珠】（皆勤賞２回目達成の方）

平成 31・令和元年度 受賞者
　　2 名（1 ヶ寺）

記念品【お参り用手提げカバン】
〈女性用〉　

平成 31・令和元年度 受賞者
　　2 名（2 ヶ寺）

記念品【ルーペ】
蒔絵柄・LED ライト付き

平成 31・令和元年度 受賞者
　　24 名（10 ヶ寺）

記念品【お経本カバー】
　　　　A5 サイズ勤行聖典用

記念品【合掌箸】
　２膳セット　下がり藤・食事の言葉入り

平成 31・令和元年度 受賞者
　　10 名（7 ヶ寺）

平成 31・令和元年度 受賞者
　　15 名（7 ヶ寺）

　平成 31・令和元年度「札幌組報恩講参拝スタンプラリー」が無事終了いたしました。
　前年までのスタンプラリーは「皆勤・金・銀・銅賞」の最低 5ヶ寺以上の参拝で表彰と規定してい
ましたが、今年度は新たな参加者を奨励するため達成しやすい 3ヶ寺以上の表彰「参拝記念賞」を設
けました。そのためか、新しい方にも多くご参加いただき 15ヶ寺・53名の皆さまに表彰をさせてい
ただきました。下記に、表彰対象者の人数と記念品をご報告いたします。

新設

伝道企画部・広報委員会活動報告



11

伝道企画部活動報告葬儀のしおり・供笥・華籠のご紹介

　伝道企画部では、 これまでの４年間の活動に於いて３つのグッズ

を作製致しました。

①組内での伝道教化の一端を担ってきた「葬儀のしおり」のリニュー

アルし、 再び葬儀のご縁に伝道の一助となるべく新たな栞を作成

さ せ て 頂 き ま し た。 各 御 寺 院 様 が 必 要 に 応 じ て、 内 容 や お 勤 め、

紙の色等を選択できるようにし、 御寺院様独自の栞に仕上がるよ

うに改良をさせて頂きました。

②各御寺院様に於いての葬儀・追悼法要に適した 「供笥」（華束台）

を作製致しました。 仕様は、六角型（直径 22㎝・7 寸）プラスチッ

ク製 （白色・方立 8 枚付属） 一対 （2 ヶ） 価格は 6,000 円 （税込）

となります。

③各御寺院様に於いての葬儀・追悼法要に適した 「華籠 （葬儀・追

悼法要用）」 を作製致しました。

　仕様は、 アルミ製蓮華唐草模様 （青磁色） 対辺寸法 24㎝ （8 寸）

白色人絹組紐 （真鍮ニッケルメッキ製シズ付） 価格は 1 枚あたり

17,100 円 （税込・送料別） となります。

　お問い合わせ・お申し込みにつきましては、 次期伝道企画部にて

継続販売をさせて頂きますので宜しくお願い申し上げます。

①

③③

　平昨年 ( 令和元年 ) は各地で激甚災害が多く発生し、多くの犠牲者を出し尊い命が奪われま
した。災害はいつでもどこでも、どんな時でも起こると考えて、普段から災害への準備が重要
です。今一度災害への備えを万全にしたいと思います。
　平成 29 年より報恩講スタンプラリーが企画開催されスタートしました。
　初回は 25 ヶ寺を参拝し、2 回目 ( 平成 30 年 ) の時は 15 ヶ寺の参拝、3 回目 ( 平成 30, 令和
元年 ) は 26 ヶ寺を御参り出来ました。多くの方々と御縁を頂き、お知り合いになれました。
遠くは九州、広島、大阪、など遠近各地よりこられた
布教使さんのご法話を聞くと、仏様の声となって自分
の耳に響いてくる様です。また、組内寺院の僧侶の方々
も、如来さまのおられる内陣で御経作法や雅楽の演奏
にはとても感動しました。お寺にこなければこの様な
体験は出来ないと思います。
　是非お寺に参り御浄土の世界を味わい、これからも
み仏の誓いを信じ尊いみ名をとなえ、互いに助け合い
感謝の心「ありがとう」で日々をおくりたいと思いま
す。4 回目 ( 令和 2 年 ) もスタンプラリーが開催され
る事を強く望みます。　　　　　　　　　　　　合掌

釋芳眞（眞願寺　萩原芳昭）

眞願寺でのスタンプラリー表彰式の様子
左：北喜伸博さん　右：萩原芳昭さん

親鸞聖人報恩講参拝スタンプラリー参加して

東日本大震災七回忌法要　供笥使用の様子

②②
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なごみ 58 号発行にあたり、皆様のご協力ありがとうございました。今号は実践運動委員
会の任期満了に伴い、 執行部はじめ各部の皆様には 4 年間のまとめの報告をご依頼させていただきま
した。こうして振り返ると、災害に見舞われたり、新たな連盟が結成されたりと、実に様々なことが思
い出されます。これからもより活発な活動を実践しつつお念仏を共々に喜ばせていただきましょう。

編集後記

研修部活動報告

お知らせ
おくやみ　平成３１年３月〜令和２年２月にご往生　

浄光寺 第２世住職

真宗寺　打本　宗明 様　令和元年 6 月 23 日　第二世住職継職奉告法要 厳修

信敎寺　石田えり子 様　令和元年 8 月 28 日 　第四世住職継職奉告法要 厳修

圓光院釋教信 浅野　教信 様
平成 31 年 4 月 5 日ご往生 行年 91 歳

花豊寺 第３世住職 
穏優院釋聡光 松村　聡 様

令和元年 7 月 13 日ご往生 行年 56 歳

真宗寺 開基住職
真宗院釋顕道 打本　道彦 様

令和元年 8 月 30 日ご往生 行年 73 歳

　生前は札幌組のご法義発展に大変なご協力を下さいました。皆様のご尽力に感謝申し上げます。合掌

　令和2年2月6日、パークホテル札幌にて札幌組追悼法要・新年会を開催しました。追悼法要は4年に一度の開催で、

今年度は平成28年から令和元年までの札幌組寺院物故者12名に向けて行われました。新年会は、令和2年1月ブッ

ディズムダンスに布教使として出向していただいた村上元氏ご出席の中、盛会のうちに終わることができました。

　以下、本稿筆者の雑感です。村上氏より、現代性や日常に沿った法縁に積極

的に取組む姿勢に期待を向けていただきました。仏教の歴史は変わりゆく現実

と変わらない真理の関わりの中で展開されてきました。現在、19世紀以降の近

代仏教学の成果として文献学的な手法で資料から抽出された仏教思想、さらに

は、宗学や教団・寺院が人々とともに歩んできた仏教の息づいた姿、両側面か

ら仏教を見つめることができます。その立場から、今を生きる人に仏法が現実

として伝わっていく場を模索し続けること、それこそがこれからの仏教を作り

上げていく姿勢に他ならないと感じます。

　また、亡き人を偲ぶことは、時間の流れの中で過去に立ち返り、同時に自ら

に直面するようで、様々な感情を伴います。4年後の追悼法要では、亡き人に

胸を張って向かいあえるよう護持発展に努め、組内寺院相互の協力の中に新た

な1年を有意義に過ごさせていただきたいです。

札幌組追悼法要を厳修札幌組追悼法要を厳修

住職継職法要のご報告

札幌組追悼法要　物故者一覧
平成 28 年 2 月 8 日 勝圓寺 上山智亮様 92 歳
平成 28 年 2 月 13 日 高恩寺 増田弘昭様 82 歳
平成 28 年 3 月 16 日 覚英寺 海野テル様 103 歳
平成 28 年 5 月 21 日 円静寺 藤原良樹様 75 歳
平成 28 年 10 月 4 日 覚英寺 海野敦子様 70 歳
平成 29 年 6 月 1 日 興徳寺 藤田憲昭様 72 歳

平成 29 年 9 月 14 日 大念寺 久朗津靜慧様 　84 歳
平成 29 年 9 月 26 日 本誓寺 野口和子様 　84 歳
平成 29 年 1 月 28 日 萬行寺 坪井憲雄様 　71 歳
平成 31 年 4 月 5 日 浄光寺 浅野教信様 　91 歳
令和元年 7 月 13 日 花豊寺 松村　聡様 　56 歳
令和元年 8 月 30 日 真宗寺 打本道彦様 　73 歳


